
                    「算数科における基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させる 

                                指導の在り方－単元の系統性を重視した指導の工夫－」 

 

(8)－① 

 研究主題「算数科における基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させる 

指導の在り方－単元の系統性を重視した指導の工夫－」 

                 東 京 都 教 職 員 研 修 セン タ ー 研 修 部 教 育 開発 課 

                 町田市立町田第五小学校 主任教諭 中村 真紀絵 

第１ 研究のねらい 

 小学校学習指導要領解説算数編（平成 20 年８月）では、算数の授業の中で、基礎的・基本的

な知識及び技能を確実に身に付けることと、身に付けた知識及び技能を活用していくことを重

視している。「基礎的・基本的な知識・技能」とは、生活や学習の基盤となるものであり、これ

から先の算数や数学の学習へと発展させていくための基になるものでもある。しかし、新しい

考えを生み出す基盤として活用できるまで知識・技能が身に付いておらず、学習に意欲的に取

り組めない児童も見られる。全ての児童が、学習した内容を次の学習に生かせるようにするた

めには、事前に既習事項の定着状況を把握し、確実に定着させるための補う指導を行うなど、

単元の系統性を重視した指導を意図的・計画的に行うことが必要であると考える。そこで、研

究主題を「算数科における基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させる指導の在り方」、副

主題を「単元の系統性を重視した指導の工夫」と設定し、そのための具体的な方策を明らかに

することとした。 

第２ 研究仮説 

 単元の系統性を重視し、定着を図るための年間指導計画表やワークシートを活用した指導を

意図的・計画的に行うことで、児童は基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け、自信を

もって新しい学習に取り組めるようになるだろう。 

第３ 研究の内容と方法 

１ 基礎研究 

【系統性を重視した指導】 

 中央教育審議会答申（平成 20 年１月）では、

「指導内容をなだらかに発展させたり、学び

直しの機会を設けたりするなど、学年間や学

校間で内容の一部を重複させて、発達や学年

の段階に応じた反復（スパイラル）による教

育課程を編成できるようにする」とあり、学

年間をまたいだ系統性を重視した指導が提示

されている（図１の★）。また、「東京ミニマ

ム」でも、都の学力に関する調査を受けて小

学校から中学校まで系統的・段階的に学習を

積み重ねていくことを提言している。九九が

十分に身に付いていなければ、２位数や３位

数、小数、分数の乗除の学習においても理解が難しくなるというように、一つのつまずきが以

後の学習へ大きく影響を及ぼす。新しい学習を始めるに当たっては、その単元にはどのような

学習内容の理解が必要なのか、また、その単元で学習した内容が次のどのような学習につなが

図１ 単元の系統性例（第１～３学年までの加法及び減法） 

第１学年 

・１位数の加法及びその逆の減法 

★簡単な２位数などの加法及び減法 

第２学年 

・２位数の加法及びその逆の減法 

★簡単な３位数の加法及び減法 

第３学年 

・整数の加法及び減法（３位数・４位数） 

★簡単な小数・分数の加法及び減法 
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っていくのかを明確に把握し指導を行うことが重要であることが分かった。 

２ 調査研究 

 「基礎的・基本的な知識・技能を定着させる指導についての意識調査」 

（東京都の公立小学校教員を対象に６月下旬から７月上旬にかけて実施。回答数は 100 名） 

 「児童が自信をもって算数の学習に取り組むため

にはどのような力を身に付けさせることが必要か」

という設問では、図２で示したように「基礎的・基

本的な知識・技能」という回答が最も多かった。こ

のことから「基礎的・基本的な知識・技能」が、児

童に自信をもたせるために重要視されていることが

分かった。 

３ 開発研究 

(1) 定着を図るための年間指導計画表 

 本研究では、年間指導計画における単元の系統性に着目した。単元によっては前学年から系

統性のあるものや次学年へつながる単元だけでなく、学年の中でつながりのある単元もある。

これらの単元の系統性を明確

にすることが必要だと考えた。 

また、知識・技能は一度で

身に付けることは難しく、完

全に忘れてしまう前に短い間

隔で繰り返し復習することで

少しずつ定着が図れると考え

た。そこで、「数と計算」領域

において、復習時期を明記し

た全学年の年間指導計画表を

開発した（図３）。 

 さらに、年間指導計画表に

「系統的な単元の内容一覧」

（図４）を連動させ、本単元

はどのような学習を受けてい

るのか、今後どのような学習

につながっていくのかを把握

しやすくした。年間指導計画

表の活用により、系統性を重

視した指導を行えるようにし

た。 

 

 

図２ 児童が自信をもって算数の学習に取り組むために
はどのような力を身に付けさせることが必要か 

図３ 定着を図るための年間指導計画表例（一部抜粋） 

図４ 系統的な単元の内容一覧例 
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(2) 単元の前後で活用するワークシート 

①準備のためのワークシート（図５） 

  児童の学習の定着状況を把握し、身

に付いていないものに関しては復習で

きるように準備のためのワークシート

（以下「準備ワーク」）を開発した。「準

備ワーク」には、本単元に必要な既習

事項を一つにまとめた。また、この「準

備ワーク」は児童が自己評価するため

に、解答と、それに対応したアドバイ

スを提示している。このことで 

○既習事項の定着状況を児童自身が把

握できる。 

○誤答へのアドバイスを基に必要 

な既習事項を復習することができ

る。 

○必要な既習事項を児童に身に付け

させることで、学習がスムーズに始

められる。 

○準備ワークの結果から児童のつま

ずきやすい内容を把握し、指導に生

かせる。 

と考えた。なお、ワークシートの内容は「基礎的・基本的な知識・技能」の定着を図るため、

学習指導要領の内容にしぼり、教科書独自の発展的な内容は扱わないこととした。 

②確認のためのワークシート 

  学習した内容を定期的に復習し、定着を図ることで、生活や学習の場面において適切に使

える知識・技能になる。そのために、学習したことを確認するためのワークシート（以下「確

認ワーク」）を開発した。「確認ワーク」には、単元で学習した内容をまとめ、「準備ワーク」

と同じように解答とアドバイスを提示することで、児童が学習の定着状況を確認し、復習に

生かすことができるようにした。 

 (3) 定着を図るための単元指導計画 

 授業で学習した内容について、もう一度類似の問題に取り組むことで、理解が深まると考え、

「定着を図るための問題」を各時間に位置付けた単元指導計画を作成した。 

４ 検証授業 

 

 

 

 

《検証授業の概要》 
・対象：都内公立小学校第２学年 25 名 
・単元：「たし算とひき算」  
・目標 

○加法及び減法についての理解を深め、それらを用いる能力を伸ばす。 
○加法と減法の相互関係について理解し、式を用いて説明できるようにする。 

図５－１ 準備のためのワークシート例（一部抜粋） 

５　たし算とひき算（じゅんびワーク）
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図５－２ 準備のためのワークシート解答例（一部抜粋） 



「算数科における基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させる 

     指導の在り方－単元の系統性を重視した指導の工夫－」 

 

(8)－④ 

 (1) 「準備ワーク」の活用 

 「準備ワーク」を児童に取り組ませ、答えの確認も各自にさせた。計算の仕方を間違ってい

た児童も解答やアドバイスを見て、くり上がり・くり下がりの計算の仕方を振り返り訂正する

姿が見られた。問題を解いてすぐに採点することで、自らの解決の過程が記憶に新しいうちに

正答と照らし合わせることができ、理解が深まった。また、７割の児童が自力で採点まで行う

ことで、演算決定に戸惑う児童への指導を十分に行えた。「準備ワーク」で学習した内容と系統

性のある問題に取り組むことで、「この問題はできそうだ」と意欲を示す姿も見られた。計算の

技能が十分に身に付いていない児童や、問題の読み取りや演算決定の苦手な児童を把握できた

ことから、課題把握の場面や自力解決場面での指導に活用できた。 

 (2) 「定着を図るための問題」を取り入れた指導 

自力解決をし、学級全体で検討した後に、類似した「定着を図るための問題」に取り組ませ

た。最初の自力解決では自信がなかったり、間違えたりした児童も、学んだことを振り返りな

がら解決することができた（表１）。授業後の感想では、学級の２割の児童が「１問目は難しか

ったけれど２問目は簡単だった」と書いていた。また、単元後のアンケートでは、「テープ図の

勉強に自信をもった」「前は得意ではなかったけれど段々できるようになった」という感想があ

り、単元前に「算数が苦手」と書いていた児童は「少しずつ算数の勉強が分かってきた。」と書

いていた。「できた」「分かった」という体験を授業ごとに積み重ねていくことが、理解の深ま

りにつながった。 

 １時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 ５時間目 ６時間目 ７時間目 総数 

自力解決場面の誤答 １ ９ ９ ３ ０ ０ １ 23 

定着を図るための問題の誤答 ３ ０ ０ ２ ２ １ １ ９ 

 (3) 「確認ワーク」の活用 

単元終了後の、「確認ワーク」では、立式の誤答は１名であったが、すぐに自らの間違いに気

付き訂正できた。学習後あまり時間がたたないうちに復習したことで、誤答のあった児童もス

ムーズに学習したことを思い出すことができた。今後も「定着を図るための年間指導計画表」

に基づき、計画的に「確認ワーク」を実施することで確実な定着につながると考える。 

第４ 研究の成果 

・ 定着を図るための年間指導計画表を開発したことで、単元の指導を始める前のどの時期に

振り返りを行えばよいかを明らかにすることができた。 

・ 検証授業を通して、ワークシートや定着を図るための問題が「基礎的・基本的な知識・技

能の定着」に有効であることを明らかにすることができた。 

・ 基礎的・基本的な知識・技能が定着する過程を通して、児童の学習に対する自信につなげ

ることができた。 

第５ 今後の課題 

・ 検証を行った単元以外についても、基礎的・基本的な知識・技能を定着させる指導の工夫

の有効性を追究する。 

・ 定着を図るための年間指導計画表やワークシートについて、実践を通して検証していく。 

表１ 検証授業における誤答数 (人/25) 


